
丸子地域協議会会議次第

平成18年12月20日(水) 13:30～
丸子地域自治センター 4階 講堂

１ 開 会

２ 会長あいさつ

３ 第一次上田市総合計画「地域まちづくり方針」について（諮問）

４ 協議事項等

(6)第一次上田市総合計画・地域まちづくり方針の策定について

(7)丸子地域まちづくり方針「計画シート」について

(8)今後の進め方について

(9)上田市地域協議会連絡会議の設置について

(10) その他

５ その他

６ 閉 会



資料１

第１次上田市総合計画・地域まちづくり方針の策定について

１ 地域まちづくり方針策定の趣旨

合併によって東西３０ｋｍ南北約４０ｋｍ、区域面積５５２平方ｋｍを有することとなった

本市は、地形的な特性や歴史的な沿革、様々な市民生活の営みにより、生活文化や市

民意識など社会的、経済的、文化的な特性を有するそれぞれの地域で形成されていま

す。

住みやすく、質の高いまちづくりは、最も身近な生活の場であるこうした地域づくりから

始まります。

この地域まちづくり方針は、本市全体の調和のとれた発展を目指し、地域からの様々

な提言や意見等を踏まえながら策定中である第一次上田市総合計画の一部として、自

然や文化などそれぞれの地域の特色や個性を生かしながら、市民と行政が連携して住

みよい地域づくりを進めるための方向を示すものとして策定するものです。

２ 地域まちづくり方針の区域と策定方針

地域まちづくり方針は、下記九つの地域協議会の区域を明示しながら、第一次上田市

総合計画の策定方針(別紙２)に基づき、市長が各地域協議会へ諮問したうえで、総合

計画との調整を図り、その一部として位置付けます。

〇上田中央地域(中央公民館の区域)

〇上田西部地域（西部公民館の区域）

〇上田城南地域（城南公民館の区域）

〇神科豊殿地域（豊殿地域自治センターの区域）

〇塩田地域（塩田地域自治センターの区域）

〇川西地域（川西地域自治センターの区域）

〇丸子地域（丸子地域自治センターの区域）

〇真田地域（真田地域自治センターの区域）

〇武石地域（武石地域自治センターの区域）



３ 地域まちづくり方針の構成

■地域特性と発展の方向

地域まちづくり方針を定めるにあたって押さえておくべき地域の特性と、今後の方

向性を概括的に示すものです。

■地域まちづくり方針

上記発展の方向を具体化していくために必要と思われる主な取り組みを示すもの

で、市民、行政、さらに市民と行政の協働によって実現していくべき共通目標として位

置付けます。

４ 地域まちづくり方針の期間

第一次上田市総合計画の基本構想と同様、８年間（平成２０年度～２７年度）とし、

基本計画の目標年度（平成２３年度）に合わせて見直しも検討します。

５ 諮問の具体的内容

①自然や文化などそれぞれの地域の特色や個性を生かしながら、市民と行政が連

携して住みよい地域づくりを進めるための方向を示す必要があるため、各地域協

議会ごとに「地域まちづくり方針」として盛り込むことが望ましい事項を立案してい

ただきます。その際に、「地域特性と発展の方向」と「地域まちづくり方針」に整理し

た計画シートを作成していただきますが、新市建設計画「地域別整備の方針」を踏

まえながら、「地域まちづくり方針」は全部で７項目以内に絞り込み、計画シートを

添付した答申をお願いします。

②第一次上田市総合計画の策定に合わせるため、平成１９年２月５日までに答申願

います。



１ 総合計画とは

①新市建設計画（将来像・理念等）を尊重

②分権型合併の趣旨を計画策定の中で実現

（地域協議会‥「地域まちづくり方針」について諮問）

③重点分野・プロジェクトを設定

④進行管理のための指標・目標値を設定

⑤計画期間は新市建設計画と整合

基本構想8年、目標年度：平成27年度
基本計画4年、目標年度：平成23年度

３ 総合計画の構成

①基本構想 （地方自治法第２条第４項）

上田市の将来像及び基本理念を定め、基本方針及び施策の大綱を明らかにします。

②基本計画

基本構想に掲げる将来像を実現するため、前期計画、後期計画に区分した上で、施

策、重点プロジェクト及び地域計画等を明らかにします。

③実施計画

基本計画に定めた施策を効果的に実施するため、必要かつ具体的な事業を明らか

にする３ヵ年のローリング方式による短期的・具体的計画とします。

④国土利用計画 （国土利用計画法第８条）

基本構想に即して、望ましい土地利用のための基本方向を明らかにするもの。総合

計画と密接不可分な計画であるため、平行して策定作業を進めます。

総合計画の策定方針について

２ 第一次総合計画の特徴

総合計画は、将来目指すべき都市の姿や目標を示し、その実現に向けて総合的か

つ計画的にまちづくりを進めていくための指針となるもので、市が作る計画の中では

最も上位に位置付けられるものです。
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４ 総合計画の区域と範囲

①市が実施主体となる施策・事業

②広域及び周辺市町村における諸計画との整合に配慮

③必要に応じて国、県その他の機関及び企業、市民などが果たす役割 分担に

ついても明示

５ 総合計画策定にあたっての基本姿勢

①新市建設計画の将来像・理念等の尊重

②新市の望ましい姿、それに対する現状と課題を把握

→施策・基本事務事業を計画

③地域の自主性と創意工夫の誘発・助長

④新市の自然的、歴史的、文化的、経済的、社会的諸条件に立脚

⑤各種個別計画策定作業との調整

⑥広域との関連に配慮

⑦市民への積極的な情報提供、意見反映

⑧全職員の参画

⑨進行管理のための指標・目標値の設定

⑩市民ニーズ、緊急度、必要性、事業効果を考慮、実効性の確保

⑪各部門の施策・手段の組織化・体系化による総合力の発揮

６ 市民の参画

①総合計画審議会

・定員６０人で条例化、７部会を設置。

・審議会に幹事を置き、部局長を充てる。

・各部局担当による部会運営。

②地域別懇談会

(市民の意見、地域課題の把握を目的とした広聴会)
③分野別懇談会

(各分野で専門的に活動する市民意見の把握を目的とした広聴会)
④地域協議会

(地域まちづくり方針の審議)
⑤市民意識調査（アンケート調査）

⑥意見・提言募集
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上田市総合計画 「地域まちづくり方針」 策定の手順

総合計画工程 政策企画局

政策企画課

地域協議会

担当部署

地域協議会

11

月

総合計画審議会

全体会・部会

12

月

部会

１

月

部会

２

月

３

月

基本構想・基本計

画 作成

部局との

事務調整 説 明

意 見審議会･全体会

報告

（２月１４日）

報 告

部局との

事務調整

〇計画シート項目の絞

込み、意見とりまとめ

要点記録 意 見

説 明

要点記録 意 見

説 明

第３回

説 明

施策シートに

よる検討

部局との

事務調整

施策シートに

よる検討

施策シートに

よる検討

第 1回

第２回

●建設計画の概要

答申内容の確認､

質疑

●諮問

●平成１９年２月５日(月)

答申期限

●２月９日(金) 9：00～

市長へ地域協議会から答申（9 地域協議会会長）

●１２月２０日

丸子地域「計画シート」の諮問

・諮問内容についての説明

●２月１４日（水）

第４回総合計画審議会全体会へ報告

●１月中旬

丸子地域「計画シート」について審議

・意見をいただいた内容を集約し、それについて審議。

（第 4回地域協議会開催 1 月 日 時 分～）

●１月下旬

丸子地域「計画シート」について最終審議

・最終審議し、答申内容を確定。

（第 5回地域協議会開催 月 日 時 分～）

●平成１９年１２月２０日(水)

地域協議会へ諮問

●丸子地域協議会の日程

●アンケート結果等報告

●１月上旬までに（1月 日提出期限）

丸子地域「計画シート」について意見の集約

・個々に意見をシートに記入し返信用封筒にて提出。

●答申

〇計画シート ・参考資料の準備

（１）地域特性と発展の方向

（２）地域まちづくり方針

●懇談会・アンケート結果等報告



　

①軽快な交通ネットワー
クの整備

　東京と中京を結ぶ国道254号、上小と諏訪を結ぶ国道152号が交差するなど、丸子
地域は交通の要所であるため、大型車の交通量が多く、引き起こされる騒音や渋滞に
よって住環境などが悪化しており、また、国道254号は代替路線や緊急時の迂回路が
ないといった課題もあります。
　上田地域都市環状道路の丸子地域内の整備やその他の道路網整備を進め、町の市街
地を通過する車両の分散で騒音や渋滞を減らすことによって、安心・安全な環境の構
築を目指すとともに、新市内の人・物・情報の循環と地域外交流の促進を支えていき
ます。

②健康×観光×自然＝交
流人口の拡大

　豊かな自然環境に加え、丸子温泉郷といった観光資源や医療機関を中心とした健康
づくりの環境に恵まれています。また、信州国際音楽村周辺においては、住民の創意
と工夫のもとに音楽と自然とが調和した公園づくりが進められています。
　さらに、アメリカ合衆国ブルームフィールド市郡との友好提携やアップウィズピー
プルへの係わりなど、国際親善の経験と実績が丸子地域には蓄積されています。
　こうした丸子地域特有の資源を最大限に生かし、世界を視野に入れた新市の交流人
口の拡大に取り組んでいきます。

③新たな産業ブランドの
創出

　新市において特に依田窪地域の玄関口としての役割を担うため、地域内商店街への
ゆとり空間の創出や、顧客ニーズに合わせた商業経営ができるよう商業の集積を行う
とともに、後継者の育成を支援していきます。
　また、陣場台地ではその土壌の特性を生かし、加工用ブドウ畑の造成を今後も推進
するとともに周辺環境の整備を進めることによって、新たな産業ブランドの創造を目
指し、新市の魅力を高めることにつなげていきます。

④生涯学習活動拠点の充
実と新図書館の整備

　生涯学習の拠点として、丸子町文化会館（セレスホール）や信州国際音楽村の充実
を図ります。
　さらに、生涯学習などの市民活動からビジネス活動まで様々な要望に応えることの
できる、人・物・情報が行き交う新図書館の整備を進めます。新図書館では従来の図
書館機能を充実させるだけでなく、地域に根ざした資料・情報の収集と発信を行いま
す。また、新図書館に集う人的交流により生み出されるネットワークを生かし、地域
に目を向けた様々な活動を促進することで、丸子地域や新市の活性化を図っていきま
す。

⑤可能性を秘めた雇用・
居住・福祉の拠点整備

　㈱カネボウ丸子工場跡地は旧丸子町土地開発公社（現上田市と地開発公社）が代行
買収し、平成21年度までの計画的な取得を続けています。この広大な土地の活用につ
いては、新たなにぎわいと憩いの場として、雇用・居住・福祉において丸子地域や新
市の拠点となるよう、住民の意見を聴きながら整備を進めていきます。

丸子地域まちづくり方針「計画シート」

丸
子
地
域
　
Ａ

丸
子
地
域
　
Ｂ

地域まちづくり方針地域特性と発展の方向

　地域内に集積している
製造業を中心とした産業
資源や技術力を生かし、
雇用の受け皿として産業
の活性化を図ることによ
り新市の発展を支えてい
きます。
　また、生活環境の整備
によって職住近接のゆと
りある生活空間を形成す
るとともに、丸子温泉郷
や豊かな自然・文化を生
かすことで、新市におけ
る心和む健康の里として
の機能や、生涯学習の里
としての機能を担ってい
きます。

②自然や文化などそれぞれの地域の特色や個
性を生かしながら、市民と行政が連携して住み
よい地域づくりを進めるための方向を示す必要
があるため、各地域協議会ごとに「地域まちづく
り方針」として盛り込むことが望ましい事項を下
記以外に２項目以内に絞り込み、答申をお願い
します。（２００字程度）

③合併にあたって策定された「新市建設計
画」の尊重を策定方針にしているため、丸子
地域に関する記述についても、基本的に建設
計画の内容を踏襲していきますが、各項目の
内容について追加または修正することが望ま
しい視点があれば、地域協議会の意見として
付記してください。

①「地域特性と発展の方向」に
ついては、新市建設計画「地域
別整備の方針」に加え、各地域
協議会ごとに、地域の事項とし
て新たに加えることが適当と思
われる要素があれば、これにつ
いても答申をお願いします。
下記の内容に追加、訂正すべき
ことがあれば記入してください。
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①

②

③

※地域まちづくり方針は新市建設計画の
「地域別整備の方針」を元に策定するこ
ととなり、既に記載されている内容は、
新生「上田市」建設計画のP51～52に
記載されているものです。



①軽快な交通ネットワー
クの整備

　東京と中京を結ぶ国道254号、上小と諏訪を結ぶ国道152号が交差するなど、丸子
地域は交通の要所であるため、大型車の交通量が多く、引き起こされる騒音や渋滞に
よって住環境などが悪化しており、また、国道254号は代替路線や緊急時の迂回路が
ないといった課題もあります。
　上田地域都市環状道路の丸子地域内の整備やその他の道路網整備を進め、町の市街
地を通過する車両の分散で騒音や渋滞を減らすことによって、安心・安全な環境の構
築を目指すとともに、新市内の人・物・情報の循環と地域外交流の促進を支えていき
ます。

②健康×観光×自然＝交
流人口の拡大

　豊かな自然環境に加え、丸子温泉郷といった観光資源や医療機関を中心とした健康
づくりの環境に恵まれています。また、信州国際音楽村周辺においては、住民の創意
と工夫のもとに音楽と自然とが調和した公園づくりが進められています。
　さらに、アメリカ合衆国ブルームフィールド市郡との友好提携やアップウィズピー
プルへの係わりなど、国際親善の経験と実績が丸子地域には蓄積されています。
　こうした丸子地域特有の資源を最大限に生かし、世界を視野に入れた新市の交流人
口の拡大に取り組んでいきます。

③新たな産業ブランドの
創出

　新市において特に依田窪地域の玄関口としての役割を担うため、地域内商店街への
ゆとり空間の創出や、顧客ニーズに合わせた商業経営ができるよう商業の集積を行う
とともに、後継者の育成を支援していきます。
　また、陣場台地ではその土壌の特性を生かし、加工用ブドウ畑の造成を今後も推進
するとともに周辺環境の整備を進めることによって、新たな産業ブランドの創造を目
指し、新市の魅力を高めることにつなげていきます。

④生涯学習活動拠点の充
実と新図書館の整備

　生涯学習の拠点として、丸子町文化会館（セレスホール）や信州国際音楽村の充実
を図ります。
　さらに、生涯学習などの市民活動からビジネス活動まで様々な要望に応えることの
できる、人・物・情報が行き交う新図書館の整備を進めます。新図書館では従来の図
書館機能を充実させるだけでなく、地域に根ざした資料・情報の収集と発信を行いま
す。また、新図書館に集う人的交流により生み出されるネットワークを生かし、地域
に目を向けた様々な活動を促進することで、丸子地域や新市の活性化を図っていきま
す。

⑤可能性を秘めた雇用・
居住・福祉の拠点整備

　㈱カネボウ丸子工場跡地は旧丸子町土地開発公社（現上田市と地開発公社）が代行
買収し、平成21年度までの計画的な取得を続けています。この広大な土地の活用に
ついては、新たなにぎわいと憩いの場として、雇用・居住・福祉において丸子地域や
新市の拠点となるよう、住民の意見を聴きながら整備を進めていきます。
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　地域内に集積している
製造業を中心とした産業
資源や技術力を生かし、
雇用の受け皿として産業
の活性化を図ることによ
り新市の発展を支えてい
きます。
　また、生活環境の整備
によって職住近接のゆと
りある生活空間を形成す
るとともに、丸子温泉郷
や豊かな自然・文化を生
かすことで、新市におけ
る心和む健康の里として
の機能や、生涯学習の里
としての機能を担ってい
きます。

丸子地域まちづくり方針「計画シート」（提出用）

地域特性と発展の方向 地域まちづくり方針

丸
子
地
域
　
Ａ
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これからのまちづくりのためにあなたの声を聞かせてください！

≪アンケート調査ご協力のお願い≫

日ごろから市政に対しご理解とご協力を頂き、ありがとうございます。

このたび市では、平成18年３月６日合併による新生上田市としての新たな発展を目指すため、

合併時に策定した新市建設計画を基本としながら、市の将来像や施策の検討を行い、第１次上田市

総合計画及び国土利用計画を策定することになりました。

これからのまちづくりは、地球環境の保全や身近な生活環境に至るまで、様々な取り組みが必要

になるとともに、これらを、市民の皆様と共に考え、進めていく必要があります。このため、市民

の皆様のまちづくりへの考え方・ご意見等について伺い、計画づくりへと活かしていくためのアン

ケート調査を実施することとしました。

調査対象につきましては、市にお住まいの男女１８歳以上の方４,５00 人を無作為に選出させて

頂いたものであり、ご回答は全て統計的に処理しますので、ご回答頂いた方にご迷惑をおかけする

ことは一切ありません。

お忙しいところ、ご面倒をおかけいたしますが、調査の趣旨をご理解頂き、ご協力頂きますよう

お願いいたします。

平成18年１０月

上田市長 母袋 創一

◇記入についてのお願い◇

１．設問への回答は、別添の調査票により､宛て名にあるご本人がお答えください。

２．お名前や住所を書いていただく必要はありません。

３．ご記入が終わりましたら、同封の返信封筒に調査票を入れ、切手をはらずに

１０月２３日（月）までにポストにお入れください。

※返信用封筒に記載されているバーコードは、料金受取人払い用の受取人認識のための

ものです。個人を特定するものではありません。

問合せ先 上田市 政策企画局 政策企画課

TEL （２３）５１１２（直通）

FAX （２５）４１００（代表）

担当 滝沢 室賀 西沢

資料５
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総合計画とは、福祉、医療、産業、環境、建設、上下水道、教育、

文化、消防など、市が行うすべての分野にわたる計画の指針となるも

ので、上田市が目指すまちづくりの方向や、それを実現するための施

策・事業などを定める重要なものです。

いわば「上田市をこんなまちにしたい！」という思いを『まちの将

来像』として描き、それを実現するために何をすればよいかを決めて

いる計画が“総合計画”です。

◎これからの計画づくりの流れ（概略）

【平成1８年度】
・総合計画 素案の作成

上
田
市
議
会
で
の
議
決

・総合計画審議会、各種懇談会等の開催・運営

・住民アンケート調査

（このアンケートです。）

【平成1９年度】
・総合計画案

・素案の説明会

・意見聴取 等の実施

総合計画ってなに？
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住民アンケート結果（速報値）

【地域協議会資料】

丸子地域
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住民アンケート結果（速報値）について

アンケートの概要

○アンケート実施期間：平成 18 年 10 月 13 日～10月 23 日

○アンケート対象及び方法：上田市在住の 18 歳以上の男女を無作為抽出し、郵送による配布・回

収

○アンケート配布数：4,500 通

○回収数：1,956 通

（ただし速報値の集計については、10月 27 日までに回収された 1,852 通で実施している）

○回収率：43.5%

○グラフの見方

【居住地域】(sa) N=1852

不　明

38(2.1%)
武石地域

49(2.6%)

真田地域

119(6.4%)

丸子地域

249(13.4%)

川西地域

95(5.1%)

塩田地域

226(12.2%)
神科・豊殿

地域

230(12.4%)

上田城南地

域

332(17.9%)

上田西部地

域

148(8%)

上田中央地

域

366(19.8%)

＜データ形態凡例＞ N=2657

【住みやすいと感じる理由】(ma)

6(0.4%)

97(6.8%)

21(1.5%)

96(6.7%)

803(56.2%)

69(4.8%)

94(6.6%)

185(13%)

128(9%)

1158(81.1%)

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

自然環境に恵まれている

道路や街並みなどが整備され

ている                    

通勤・通学が便利

働く場所に恵まれている

教育・文化環境の整備が進ん

でいる                    

買い物などの日常生活が便利

医療・福祉が充実している

まちに魅力やにぎわいがある

その他

不　明

Ｎ：集計対象の標本数
を示しています。

SA：シングルアンサー（単
数回答）の意味です。

MA：マルチアンサー（複数
回答）の意味です。
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１．回答者属性

【性別】(sa) N=1852

不　明

31(1.7%)

女

993(53.6%)

男

828(44.7%)

【年齢】(sa) N=1852

不　明

31(1.7%)

70歳以上

361(19.5%)

60歳代

396(21.4%)

50歳代

365(19.7%)

30歳代・40

歳代
503(27.2%)

20歳代

170(9.2%)

10歳代

26(1.4%)

【居住地域】(sa) N=1852

不　明

38(2.1%)
武石地域

49(2.6%)

真田地域

119(6.4%)

丸子地域

249(13.4%)

川西地域

95(5.1%)

塩田地域

226(12.2%)
神科・豊殿

地域

230(12.4%)

上田城南地

域

332(17.9%)

上田西部地

域

148(8%)

上田中央地

域

366(19.8%)

【居住年数】(sa) N=1852

不　明

38(2.1%)

生まれたと

きから

658(35.5%)

20年以上

759(41%)

10年～19年

187(10.1%)

５年以上～

９年

73(3.9%)

５年未満

137(7.4%)

【職業】(sa) N=1852

不　明

32(1.7%)
その他

37(2%)

無職

292(15.8%)

パートタイ

マー･アルバ

イト

165(8.9%)

学生

46(2.5%)
家事従事

（主婦な

ど）

402(21.7%)
農林業

101(5.5%)

自営業

189(10.2%)

勤め人

588(31.7%)
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２．上田市の住みやすさについて

問１ あなたは、上田市は住みやすいまちだと思いますか。次の中から１つ選んでください。

○「住みやすい」と「まあまあ住みやすい」

を合わせると 77％の人が、概ね住みや

すいと感じている。

【回答の傾向】
【住みやすさ】(sa) N=1852

不　明

9(0.5%)
わからない
30(1.6%)

住みにくい
90(4.9%)

やや住みに

くい
297(16%)

まあまあ住
みやすい

1191(64.3%)

大変住みや
すい

235(12.7%)

13%

2%

7%

7%

19%

14%

13%

15%

15%

14%

65%

65%

61%

63%

57%

62%

66%

68%

69%

66%

16%

20%

18%

18%

18%

18%

17%

14%

12%

15%

5%

8%

8%

8%

5%

6%

3%

3%

4%

3%

2%

4%

6%

4%

1%

1%

1%

1%

0%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上田中央地域 (n=365)

上田西部地域 (n=148)

上田城南地域 (n=330)

神科・豊殿地域 (n=230)

塩田地域 (n=226)

川西地域 (n=95)

丸子地域 (n=248)

真田地域 (n=119)

武石地域 (n=49)

合　計 (n=1843)

【
居
住
地
域
】
(
s
a
)

 
N
=
1
8
4
3

【住みやすさ】(sa)     N=1843　　(不明・非該当除く)

 大変住みやすい  まあまあ住みやすい  やや住みにくい  住みにくい  わからない
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問２ 問１で１「大変住みやすい」２「まあまあ住みやすい」とお答えになった方にお尋ねします。

住みやすいと感じる主な理由は何ですか。次の中から ２つまで選んでください。

○「自然環境に恵まれている」

と「買い物などの日常生活

が便利」が突出して多い。

・気候がよい

・自然災害が少ない

・新幹線が通っている

・物価が安い

・子育て環境がよい

・住み慣れている

・人情味がある

など

〈その他の意見〉

【回答の傾向】

＜データ形態凡例＞ N=2657

【住みやすいと感じる理由】(ma)

6(0.4%)

97(6.8%)

21(1.5%)

96(6.7%)

803(56.2%)

69(4.8%)

94(6.6%)

185(13%)

128(9%)

1158(81.1%)

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

自然環境に恵まれている

道路や街並みなどが整備され
ている                    

通勤・通学が便利

働く場所に恵まれている

教育・文化環境の整備が進ん
でいる                    

買い物などの日常生活が便利

医療・福祉が充実している

まちに魅力やにぎわいがある

その他

不　明

81%

88%

90%

81%

86%

89%

83%

77%

78%

78%

9%

3%

11%

9%

6%

8%

8%

9%

10%

11%

13%

6%

7%

10%

8%

9%

7%

14%

19%

21%

7%

9%

7%

9%

6%

6%

9%

6%

6%

5%

5%

12%

7%

7%

4%

6%

5%

1%

5%

4%

56%

36%

35%

59%

63%

55%

59%

67%

54%

53%

7%

24%

7%

7%

11%

6%

6%

4%

7%

5%

1%

0%

5%

1%

3%

3%

0%

2%

2%

1%

7%

3%

7%

6%

7%

4%

9%

5%

8%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180% 200%

上田中央地域 (n=291)

上田西部地域 (n=122)

上田城南地域 (n=272)

神科・豊殿地域 (n=182)

塩田地域 (n=170)

川西地域 (n=72)

丸子地域 (n=174)

真田地域 (n=81)

武石地域 (n=33)

合　計 (n=1435)

【
居
住
地
域
】
(
s
a
)

 
N
=
1
4
3
5

【住みやすいと感じる理由】(ma)     N=2651　　(不明・非該当除く)

 自然環境に恵まれている  道路や街並みなどが整備され
 ている                    

 通勤・通学が便利

 働く場所に恵まれている  教育・文化環境の整備が進ん
 でいる                    

 買い物などの日常生活が便利

 医療・福祉が充実している  まちに魅力やにぎわいがある  その他



5

問３ 問１で３「やや住みにくい」４「住みにくい」とお答えになった方にお尋ねします。住みにく

いと感じる主な理由は何ですか。次の中から２つまで選んでください。

○「医療・福祉が充実してい

ない」「まちに魅力や賑わ

いが少ない」が特に多い。

・交通機関が不便

・車がないと生活できない

（高齢者は不便）

・人間関係の煩わしさ

・税金が高い

など

〈その他の意見〉

【回答の傾向】
＜データ形態凡例＞ N=800
【住みにくいと感じる理由】(ma)

23(5.5%)

30(7.2%)

144(34.5%)

183(43.9%)

94(22.5%)

58(13.9%)

72(17.3%)

75(18%)

114(27.3%)

7(1.7%)

0 50 100 150 200

自然環境に恵まれていない

道路や街並みなどの整備が不

足している                

通勤・通学が不便

働く場所に恵まれていない

教育・文化環境の整備が遅れ

ている                    

買い物などの日常生活が不便

医療・福祉が充実していない

まちに魅力やにぎわいが少な

い                        

その他

不　明

2%

6%

3%

0%

0%

4%

4%

2%

0%

0%

27%

19%

31%

33%

32%

28%

38%

32%

17%

25%

18%

56%

44%

27%

27%

17%

13%

11%

4%

9%

17%

44%

19%

16%

14%

21%

17%

19%

13%

16%

14%

0%

6%

7%

18%

21%

25%

14%

13%

19%

22%

19%

41%

22%

32%

17%

13%

19%

29%

30%

43%

25%

34%

42%

55%

43%

50%

60%

54%

43%

34%

25%

19%

43%

18%

32%

31%

32%

58%

49%

7%

6%

3%

6%

5%

13%

8%

9%

8%

4%

0% 40% 80% 120% 160% 200%

上田中央地域 (n=67)

上田西部地域 (n=24)

上田城南地域 (n=57)

神科・豊殿地域 (n=48)

塩田地域 (n=53)

川西地域 (n=22)

丸子地域 (n=67)

真田地域 (n=32)

武石地域 (n=16)

合　計 (n=424)

【
居
住
地
域
】
(
s
a
)

 
N
=
4
2
4

【住みにくいと感じる理由】(ma)     N=777　　(不明・非該当除く)

 自然環境に恵まれていない  道路や街並みなどの整備が不
 足している                

 通勤・通学が不便

 働く場所に恵まれていない  教育・文化環境の整備が遅れ
 ている                    

 買い物などの日常生活が不便

 医療・福祉が充実していない  まちに魅力やにぎわいが少な
 い                        

 その他
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問４ あなたは今後も上田市に住み続けたいとお考えですか。次の中から１つだけ選んでください。

○「ずっと住み続けたい」がほぼ半数。

「できれば住み続けたい」を合わせ

ると全体の 80％以上。

【回答の傾向】
【永住願望】(sa) N=1852

不　明
18(1%)

どちらでも

ない
183(9.9%)転居する予

定がある

47(2.5%)

できれば転

居したい
95(5.1%)

できれば住

み続けたい

646(34.9%)

ずっと住み

続けたい
863(46.6%)

47%

45%

45%

40%

54%

55%

49%

47%

54%

42%

35%

43%

36%

40%

33%

28%

34%

35%

33%

38%

5%

2%

8%

3%

7%

6%

6%

4%

4%

5%

3%

0%

3%

2%

2%

1%

3%

2%

1%

5%

10%

10%

8%

15%

4%

10%

9%

12%

7%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上田中央地域 (n=365)

上田西部地域 (n=148)

上田城南地域 (n=330)

神科・豊殿地域 (n=228)

塩田地域 (n=225)

川西地域 (n=95)

丸子地域 (n=246)

真田地域 (n=115)

武石地域 (n=49)

合　計 (n=1834)

【
居
住
地
域
】
(
s
a
)

 
N
=
1
8
3
4

【永住願望】(sa)     N=1834　　(不明・非該当除く)

 ずっと住み続けたい  できれば住み続けたい  できれば転居したい

 転居する予定がある  どちらでもない



7

問５ 日常生活の中で次のことについてどの程度満足しているか について、項目ごとにあなたの最も

近い番号それぞれ１つに○をつけてください。

【丸子地域】

○日常生活の満足度の高い順（「十分満足している」「まあまあ満足している」の合計）に整理したの
が以下のグラフです。

日常生活における満足度（丸子地域）　Ｎ＝249

34.1%

29.3%

22.1%

15.7%

16.9%

18.1%

15.3%

15.3%

13.3%

12.0%

12.0%

10.0%

26.9%

30.1%

38.2%

39.4%

37.3%

47.4%

47.0%

50.6%

31.3%

41.8%

45.6%

38.2%

50.6%

47.0%

61.4%

39.4%

38.2%

16.5%

16.5%

17.7%

18.1%

13.3%

11.6%

28.1%

20.6%

30.9%

24.5%

23.7%

14.5%

34.5%

18.1%

6.0%

13.3%

6.4%

8.8%

31.7%

2.4%

2.8%

0.8%

4.0%

4.8%

3.2%

1.6%

2.4%

1.6%

0.8%

12.4%

19.3%

4.8%

8.8%

4.0%

0.0%

0.0%

40.2%

22.9%

15.3%

2.8%

4.4%

8.0%

24.5%

23.7%

4.8%

3.6%

3.6%

3.2%

4.4%

3.6%

5.2%

11.2%

6.9%

10.0%

4.4%

5.2%

5.2%

9.2%

6.4%

0.4%

0.8%

0.4%

0.4%

6.4%

2.0%

7.7%

2.0%

6.4%

2.0%

8.4%

11.2%

9.6%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

緑の山並みや河川などの自然環境

食料品や日用雑貨の買い物の便

騒音や悪臭など公害の少なさ

衣料、家具、家電製品等の買い物の便

高速交通網の整備

災害に対する安全

子育て環境（幼稚園・保育園、子育て支援施設）

子供の教育環境

通勤・通学の交通の便

保健・医療・福祉サービス

スポーツや健康づくりのための施設や機会

道路・公園・上下水道などの都市基盤施設

街並みや建物などのまちの景観

文化・芸術の鑑賞や活動のための施設や機会

地域ぐるみの祭りやイベントの数や質

就業機会・場所の豊富さ

創業、起業の機会や支援策

 十分満足している  まあまあ満足している  普通である  やや不満である  極めて不満である  わからない
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３．上田市全体の土地利用について

問６ 上田市の土地利用上の課題はどんなことだと思いますか？課題解決の優先順位が高いと思わ

れる順に３つ選んでお答えください。

１ 市街地にオープンスペース（道路や公園・緑地など）が少ない
２ 古い住宅が密集しており、火災時に延焼の危険がある
３ 道路が狭い地域や排水が悪い地域で宅地開発が行われている
４ 市街地に空き地や利用度の低い土地が目立つ
５ 中心市街地が空洞化しており、魅力ある商業施設がないなど、街の魅力
が低下している
６ 農村部で耕作が放棄された農地が目立っている
７ 山間部で開発が行われ、周辺環境に悪影響を及ぼしている
８ 水害や土砂崩れなど、防災上危険な場所が存在している
９ 土地利用の規制が厳しく、自由な土地利用ができない
10 土地利用の規制が緩く、無秩序に開発が行われている
11 特に問題は感じない
12 その他

〈選択肢〉

○「中心市街地空洞化」が突出しており、以下、「市街地のオープンスペースの不足」「耕作放棄地

の増加」の順である。

【回答の傾向】

・公共施設の配置の地域別の偏り／土地・地域性を生かした都市計画／交通渋滞／住・商・工の混

在／城下町にそぐわないマンションの立地／街中の駐車場不足／市民会館の場所／狭隘道路が多

い／空家の増加／山林における樹木の立ち枯れの増加 など

〈その他の意見〉

土地利用上の課題（順位別）

61

136

115

894

159

82

63

291

86

148

305

329

247

58

117

44

55

142

254

108

127

200

156

266

61

156

70

73

92

262

26

17

26

31

20

222

14

16
27

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

オープンスペース

火災時の延焼

悪条件での宅地開発

低未利用地の増加

中心市街地空洞化

耕作放棄地の増加

山間部での開発

水害・土砂災害の危険箇所

土地利用の規制

無秩序な開発

問題なし

その他

不　明

第1位

第2位

第3位
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問７ 将来の上田市の土地利用について、どんなことを重点的に取り組んでいくことが望ましいと思

いますか。次の中から該当するものを２つまで選んでお答えください

１ ゆとりある居住環境の形成
２ 周辺環境に配慮した計画的な宅地開発の規制・誘導
３ 既存商店街の活性化による商業機能の充実
４ 市街地内への大規模商業施設誘致による商業機能の充実
５ 郊外への大規模商業施設の出店の規制
６ 積極的な工場誘致による工業用地の拡大
７ 農山村集落における生活基盤施設の整備
８ 優良農地の保全と耕作放棄地の抑制
９ 森林等の自然環境を保全し、開発は抑制（限定）
10 わからない
11 その他

〈選択肢〉

○「既存商店街の活性化」が最も多く、以下、「計画的な宅地開発」「ゆとりある居住環境」の順で

ある。

【回答の傾向】

・公共施設の集約／スポーツ施設の整備／公園の新規整備／街なかの駐車場整備／集客施設

の誘致（街なか、郊外）／質の高い商品を置く店舗誘致／農地の規制を緩和し自由な土地

利用ができるようにする／環境汚染に対する規制強化／現在あるものを整備していく

など

〈その他の意見〉

＜データ形態凡例＞ N=3530

【課題解決に向けた重点的取組み】(ma)

47(2.5%)

45(2.4%)

99(5.3%)

443(23.9%)

267(14.4%)

263(14.2%)

310(16.7%)

164(8.9%)

349(18.8%)

647(34.9%)

452(24.4%)

444(24%)

0 100 200 300 400 500 600 700

ゆとりある居住環境

計画的な宅地開発

既存商店街の活性化

大規模商業施設誘致

郊外への出店規制

工場誘致

農山村集落の整備

優良農地の保全

自然環境の保全し

わからない

その他

不　明

自然環境の保全
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４．お住まいの地域における土地利用について

問８ あなたの住んでいる地域は将来どんな地域になったらよいと思いますか。次の中から該当する

ものを２つまで選んでお答えください。

１ 美しい街並み景観をもつまち
２ 高齢者、障害者が暮らしやすいまち
３ 商業機能の充実による賑わいのあるまち
４ 観光・交流の拠点機能をもつまち
５ 歴史・文化資源を活用したまち
６ 美しい田園風景をもつまち
７ 豊かな自然環境の保全に配慮したまち
８ 現在のままでよい
９ わからない
10 その他

〈選択肢〉

＜データ形態凡例＞ N=3600
【地域の将来像】(ma)

315(17%)

1177(63.6%)

343(18.5%)

194(10.5%)

267(14.4%)

268(14.5%)

850(45.9%)

115(6.2%)

21(1.1%)

32(1.7%)

18(1%)

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

美しい街並み景観

高齢者、障害者の暮らし

商業機能の充実

観光・交流の拠点機能

歴史・文化資源を活用

美しい田園風景

自然環境の保全

現在のままでよい

わからない

その他

不　明

・子育てしやすいまち／子供が安心して暮らせるまち／若い世代が地元で働けるまち／公共交通施設が

充実したまち／安心して歩ける歩道が整備されたまち／公園などの緑が多いまち など

〈その他の意見〉

○「高齢者・障害者が暮らしやすいまち」が最も多く、次いで「豊かな自然環境の保全に配慮した

まち」であり、この2項目が特に多い。

【回答の傾向】



11

17%

15%

8%

16%

13%

13%

19%

21%

18%

21%

64%

69%

64%

64%

72%

59%

61%

65%

71%

63%

19%

6%

12%

21%

8%

11%

18%

17%

24%

29%

11%

8%

12%

12%

8%

13%

11%

8%

8%

12%

15%

4%

18%

6%

17%

21%

10%

14%

16%

19%

15%

17%

21%

14%

20%

28%

15%

15%

8%

6%

46%

56%

53%

49%

55%

45%

49%

50%

39%

37%

6%

15%

3%

6%

1%

8%

7%

6%

9%

5%

1%

0%

2%

2%

0%

1%

1%

1%

2%

1%

2%

4%

3%

3%

3%

1%

2%

1%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140% 160% 180% 200%

上田中央地域 (n=363)

上田西部地域 (n=146)

上田城南地域 (n=331)

神科・豊殿地域 (n=229)

塩田地域 (n=224)

川西地域 (n=95)

丸子地域 (n=247)

真田地域 (n=118)

武石地域 (n=48)

合　計 (n=1834)

【
居
住
地
域
】
(
s
a
)

 
N
=
1
8
3
4

【地域の将来像】(ma)     N=3582　　(不明・非該当除く)

 美しい街並み景観  高齢者、障害者の暮らし  商業機能の充実

 観光・交流の拠点機能  歴史・文化資源を活用  美しい田園風景

 自然環境の保全  現在のままでよい  わからない

 その他
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問９ 上記のような地域にしていくためにどんなことが必要だと思いますか。優先順位が高いと思わ

れる順に３つ選んでお答えください。

１ 幹線道路沿道等の広告・看板等の規制
２ 良好な街並み形成のためのルールづくり（建築協定など）
３ 計画的な宅地開発の促進
４ 公園等オープンスペースの確保
５ 公共公益施設等におけるバリアフリーの促進
６ 誰もが利用しやすい公共交通の充実
７ 既存商業施設の活性化
８ 新たな商業施設の誘致
９ 地域資源の再発見と活用
10 新たな観光資源の開発
11 グリーンツーリズム等による都市と農村の交流促進
12 地域の活力創出に向けたコミュニティの再生
13 住民・行政の協働による森林・河川等の維持・管理体制の構築
14 わからない

15 その他

〈選択肢〉

・優良農地の保全／医療機関の充実／子供たちが遊べる広場づくり／狭隘道路の解消／歩道整備／農村

景観の保全／イベントの開催 など

〈その他の意見〉

○公共交通の充実が突出して多い。以下、バリアフリーの促進、オープンスペースの確保と続いて

おり、問 8の回答傾向を如実に反映した結果となっている。

【回答の傾向】

地域の将来像実現化に向けた取り組み（優先順位別）

83

130

214

256

436

110

64

76

23

18

47

110

24

48

42

120

93

198

211

386

156

81

129

77

47

79

126

101

75

114

88

132

101

182

102

89

157

108

64

152

271

162

18

195

3

3

35

17

0 200 400 600 800 1000

広告・看板等の規制

街並み形成のルールづくり

計画的な宅地開発

オープンスペースの確保

バリアフリーの促進

公共交通の充実

既存商業施設の活性化

新たな商業施設の誘致

地域資源の再発見と活用

新たな観光資源の開発

都市と農村の交流促進

コミュニティの再生

森林・河川等の維持・管理体制

わからない

その他

不　明

第1位

第2位

第3位
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11%

4%

13%

11%

14%

10%

6%

12%

10%

13%

24%

15%

17%

20%

11%

26%

25%

27%

27%

25%

17%

13%

24%

13%

15%

15%

17%

18%

23%

18%

30%

13%

14%

22%

29%

33%

36%

34%

32%

36%

31%

25%

21%

32%

31%

32%

28%

38%

34%

31%

56%

60%

62%

60%

61%

59%

51%

55%

54%

50%

20%

17%

9%

26%

17%

14%

16%

18%

26%

29%

13%

8%

14%

12%

13%

10%

16%

12%

10%

15%

20%

25%

23%

18%

20%

22%

23%

18%

18%

21%

12%

15%

14%

13%

6%

12%

15%

8%

11%

10%

7%10%

20%

9%

9%

9%

6%

3%

4%

6%

15%

27%

19%

14%

20%

14%

14%

14%

18%

14%

28%

35%

38%

30%

39%

30%

26%

32%

23%

19%

3%

10%

3%

4%

2%

2%

5%

2%

3%

3%

2%

4%

1%

4%

1%

3%

3%

2%

2%

1%

0% 50% 100% 150% 200% 250% 300%

上田中央地域 (n=354)

上田西部地域 (n=145)

上田城南地域 (n=331)

神科・豊殿地域 (n=224)

塩田地域 (n=220)

川西地域 (n=94)

丸子地域 (n=243)

真田地域 (n=117)

武石地域 (n=48)

合　計 (n=1807)

【
居
住
地
域
】
(s
a)

 N
=1
80
7

【地域の将来像実現に向けた取組み（総数）】(ma)     N=5236
　　(不明・非該当除く)

 広告・看板等の規制  街並み形成のルールづくり  計画的な宅地開発

 オープンスペースの確保  バリアフリーの促進  公共交通の充実

 既存商業施設の活性化  新たな商業施設の誘致  地域資源の再発見と活用

 新たな観光資源の開発  都市と農村の交流促進  コミュニティの再生

 森林・河川等の維持・管理体
 制                        

 わからない  その他
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５．市の全般的な施策や事業等について

問 10 以下に示す分野ごとの施策等について、どのように感じますか。次の項目ごとにあてはまる

番号を１つずつ選んでください。

○満足度の上位３項目は、①上水道・下水道の整備、②消防・救急体制の充実、③交通安全の推進
であり、不満足度の上位 3項目は、①商業・商店街の活性化、②地域医療の充実、③道路の整備
の順である。

【回答の傾向】

市の施策・事業に対する満足度（満足度の高い順）

36.3%

34.7%

26.5%

25.7%

23.8%

22.5%

23.2%

22.9%

21.6%

20.1%

19.7%

18.6%

17.5%

17.5%

15.8%

16.4%

15.9%

15.8%

15.0%

16.1%

16.2%

14.6%

16.1%

14.9%

14.4%

14.3%

14.1%

14.4%

13.8%

12.5%

13.1%

11.9%

11.4%

10.4%

9.6%

8.8%

8.1%

7.5%

7.5%

7.6%

7.6%

6.8%

5.6%

30.3%

36.8%

45.7%

37.4%

51.5%

49.6%

54.4%

52.7%

55.5%

58.3%

59.7%

53.9%

48.1%

44.3%

31.0%

60.6%

56.5%

30.4%

50.4%

72.0%

50.3%

58.2%

68.6%

61.0%

58.3%

36.4%

65.3%

55.7%

64.6%

65.2%

69.7%

61.4%

57.8%

59.6%

62.7%

63.1%

68.1%

59.1%

61.6%

53.8%

34.5%

57.1%

62.6%

65.3%

9.9%

13.2%

17.2%

24.9%

14.3%

15.5%

14.4%

16.3%

13.7%

12.9%

12.8%

18.0%

23.7%

23.3%

32.0%

15.2%

16.4%

30.2%

21.9%

6.9%

23.1%

16.9%

10.7%

17.1%

17.6%

29.1%

13.7%

19.7%

15.2%

14.9%

9.9%

16.7%

19.3%

19.9%

18.7%

18.5%

15.5%

23.9%

19.9%

27.0%

36.4%

24.8%

18.8%

19.3%

5.0%

6.3%

10.8%

16.6%

4.7%

7.7%

20.1%

8.7%

6.3%

6.5%

17.3%

6.5%

7.7%

6.7%

6.1%

6.2%

4.9%

6.4%

8.6%

9.6%

19.6%

8.9%

9.8%

8.0%

10.0%

19.3%

5.6%

5.0%

3.5%

1.7%

2.1%

1.6%

1.9%

2.2%

2.4%

2.4%

2.7%

2.5%

2.1%

2.4%

3.3%

2.2%

3.1%

2.3%

1.9%

2.6%

2.8%

2.8%

2.8%

1.6%

3.3%

2.3%

2.6%

3.8%

3.1%

3.3%

2.9%

3.7%

3.0%

4.1%

3.3%

3.4%

3.9%

4.1%

3.9%

5.2%

4.1%

4.7%

25.0%

3.4%

2.3%

3.9%

4.1%

5.2%

5.7%

7.0%

3.9%

7.1%

3.9%

3.7%

3.3%

4.0%

7.9%

2.8%

4.2%

8.0%

3.9%

3.8%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上水道・下水道の整備

消防・救急体制の充実

交通安全の推進

廃棄物対策の推進

健康づくり

学校施設の整備・充実

防災体制の充実

自然環境の保全・活用

歴史・文化財の活用

生涯学習・生涯スポーツの推進

地域に開かれた学校づくり

河川・湖沼の整備

防犯対策の充実

高齢者福祉

道路の整備

情報公開と対話の推進

文化・芸術の振興

地域医療の充実

地域福祉

国内外の友好都市との交流

観光産業の振興

市民と行政との協働の推進

隣接都市との連携

コミュニティの充実

青少年の健全育成

公共交通機関の充実

循環型社会の構築

児童福祉

男女共同参画社会の実現

ボランティア・ＮＰＯへの支援

人権の擁護

特色ある学校教育

障害者福祉

農業の振興

持続可能な財政運営の確立

効率的・効果的な行政運営の推進

母子・父子福祉

人材育成の強化

社会保障制度の運営

企業誘致・地場産業の育成

商業・商店街の活性化

計画的な土地利用

低所得者福祉

林業の振興

満足している まあ満足している どちらともいえない やや不満である 不満である
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○前頁で示した満足度に対し、「どちらともいえない」という回答は少なく、全体的に「重要」「や

や重要」の占める割合が高い。

○重要度の上位３項目は①地域医療の充実、②廃棄物対策の推進、③消防・救急体制の充実である。

【回答の傾向】

市の施策・事業に対する重要度（重要度の高い順）

16.8%

21.7%

29.2%

24.0%

26.1%

26.9%

25.7%

24.8%

32.7%

25.9%

33.1%

33.4%

28.5%

30.2%

32.1%

33.4%

27.6%

29.8%

24.7%

34.3%

26.3%

27.3%

33.2%

36.5%

32.1%

26.1%

32.4%

32.5%

27.9%

30.6%

35.7%

38.1%

32.0%

31.7%

23.8%

34.2%

33.6%

34.1%

31.5%

34.4%

27.5%

30.6%

23.2%

7.7%

11.7%

11.2%

12.2%

12.5%

15.4%

16.4%

16.6%

17.9%

16.9%

20.0%

18.3%

20.8%

20.9%

20.9%

21.1%

20.6%

22.3%

21.9%

24.1%

22.6%

24.7%

25.4%

26.1%

24.5%

25.7%

29.0%

30.4%

30.1%

30.7%

29.5%

29.7%

31.8%

31.4%

33.1%

32.9%

32.2%

34.3%

35.6%

35.8%

37.5%

40.7%

39.5%

48.7%

4.7%

11.5% 3.9%

66.1%

75.0%

61.1%

59.0%

53.4%

12.6%

23.8%

28.7%

23.7%

28.0%

27.0%

28.9%

30.2%

40.7%

33.7%

33.6%

27.9%

31.2%

37.1%

39.9%

35.4%

35.5%

42.7%

39.6%

35.7%

39.1%

46.4%

48.0%

40.4%

50.3%

46.7%

49.2%

43.6%

45.7%

47.8%

49.5%

44.9%

45.1%

48.4%

56.8%

57.0%

56.0%

57.3%

62.5%

25.9%

2.4%

3.9%

3.6%

2.8%

2.5%

3.0%

2.1%

1.1%

2.2%

1.7%

2.6%

2.1%

1.0%

1.5%

1.1%

1.7%

2.2%

2.7%

1.5%

0.7%

0.7%

2.1%

0.7%

1.3%

0.8%

2.1%

0.8%

0.9%

0.8%

0.5%

3.0%

0.4%

1.6%

0.5%

0.5%

0.4%

0.9%

0.6%

0.7%

0.5%

0.3%

0.4%

1.4%

0.7%

0.5%

1.1%

0.6%

0.7%

0.4%

0.5%

0.4%

0.8%

0.5%

0.8%

0.5%

0.4%

0.6%

0.3%

0.1%

0.4%

0.1%

0.3%

0.3%

0.2%

0.4%

0.3%

0.4%

0.2%

0.1%

0.2%

0.2%

0.1%

0.3%

0.3%

0.2%

0.1%

0.5%

0.2%

0.7%

0.2%

0.2%

0.5%

0.5%

0.4%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域医療の充実

消防・救急体制の充実

廃棄物対策の推進

防犯対策の充実

高齢者福祉

交通安全の推進

地域福祉

防災体制の充実

児童福祉

商業・商店街の活性化

障害者福祉

道路の整備

自然環境の保全・活用

市民と行政との協働の推進

学校施設の整備・充実

健康づくり

公共交通機関の充実

青少年の健全育成

人材育成の強化

持続可能な財政運営の確立

上水道・下水道の整備

社会保障制度の運営

効率的・効果的な行政運営の推進

河川・湖沼の整備

観光産業の振興

企業誘致・地場産業の育成

低所得者福祉

農業の振興

情報公開と対話の推進

母子・父子福祉

特色ある学校教育

生涯学習・生涯スポーツの推進

コミュニティの充実

地域に開かれた学校づくり

循環型社会の構築

人権の擁護

計画的な土地利用

歴史・文化財の活用

文化・芸術の振興

ボランティア・ＮＰＯへの支援

隣接都市との連携

林業の振興

男女共同参画社会の実現

国内外の友好都市との交流

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない
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【市民の目から見た満足度と重要度のバランス】

上下水道

消防・救急

健康づくり

防災

友好都市連携

歴史・文化財

生涯学習

自然環境

学校づくり

隣接都市連携

学校施設

交通安全

河川

情報公開

人権

循環型社会

廃棄物対策

ボランティア

男女共同参画

コミュニティ

協働

母子家庭

青少年

学校教育

行政運営

財政運営

障害者福祉

文化・芸術

地域福祉 児童福祉

農業

観光

高齢者福祉

人材育成

林業

社会保障制度

低所得者福祉

土地利用

企業誘致

道路

公共交通

地域医療

商業・商店街

0.25

0.45

0.65

0.85

1.05

1.25

1.45

1.65

-0.70 -0.50 -0.30 -0.10 0.10 0.30 0.50

重要度：高

重要度：低

満
足
度

高

満
足
度

低

タイプⅣ：満足度が高いが、重要度が低い施策（５施策）

タイプⅠ：満足度が低いが重要度が高い施策（１６施策）

市民と行政との協働の推進/廃棄物対策の推進/防犯対策の充実/道路の整備/公共交通

機関の充実/持続可能な財政運営の確立/効率的・効果的な行政運営の推進/人材育成の

強化/商業・商店街の活性化/地域医療の充実/地域福祉/高齢者福祉/児童福祉/障害者

福祉/社会保障制度の運営/青少年の健全育成

防犯対策

タイプⅡ：満足度が高く重要度も高い施策（７施策）

交通安全の推進/消防・救急体制の充実/防災体制の充実/上水道・下水道の整備/健

康づくり/自然環境の保全・活用/学校施設の整備・充実

隣接都市との連携/国内外の友好都市との交流/歴史・文化財の活用/地域に開かれた学

校づくり/生涯学習・生涯スポーツの推進

タイプⅢ：満足度、重要度ともに低い施策（１６施策）

コミュニティの充実/男女共同参画社会の実現/ボランティア・ＮＰＯへの支援/循環型

社会の構築/計画的な土地利用/情報公開と対話の推進/農業の振興/林業の振興/企業

誘致・地場産業の育成/観光産業の振興/母子・父子福祉/低所得者福祉/人権の擁護/

河川・湖沼の整備/文化・芸術の振興/特色ある学校教育

・問 10 の各分野ごとに設定された４４の施策について、満足度（横軸）と重要度（縦軸）を掛け合わせてグラフ上に示したのが以下の表である。これは、各施策に対する得点（満足… 2 点、やや満足
…１点、やや不満…-1 点、不満…-2 点）を計算し、満足度、重要度の平均点をそれぞれ縦軸、横軸としているため、平均点以上の場合は「満 足度（重要度）が高い」、以下の場合は「満足度（重要度）
が低い」と表現している。

・問10の４４の施策は、４つのタイプに分類することができる（タイプⅠ～Ⅳ）。このうち今後の方針を定めるうえで特に注目すべきはタイプⅠ（満足度が低いが重要度が高い施策）であり、16の施策が該当し

ている。

・タイプⅢの施策には、コミュニティ、ボランティア・NPO支援、男女共同参画など、住民の主体性が不可欠なものが含まれる。
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問 11  上田市を「元気あるまち」にするためには、特に産業振興が大きな要素となりますが、どの

ような取り組みが重要だと思いますか。次の中から ２つまで選んでください。

○最も多かったのは観光振興であり、以下、街並み整備・空き店舗対策、地場産業の順である。

【回答の傾向】

＜データ形態凡例＞ N=3581
【「元気あるまち」にするための取り組み】(ma)

76(4.1%)

36(1.9%)

733(39.6%)

340(18.4%)

229(12.4%)

653(35.3%)

571(30.8%)

320(17.3%)

623(33.6%)

0 100 200 300 400 500 600 700 800

地場産業を盛り上げる

新規優良企業誘致

新規産業育成・起業支援

街並みの整備・空き店舗対策

大型店の舗誘致

農業の活性化

観光振興

その他

不　明

大型店舗の誘致

・定住者の増加／老人が

歩いて買い物ができ

る町にしてほしい／

就業の場づくり／文

化施設の整備／観光

と地場産業の融合／

農村景観の保全／イ

ベントの開催 など

〈その他の意見〉

１ 地域の資源や特徴を生かした地場産業を盛り上げる

２ 新しく優良な企業などを誘致する

３ 新たな産業の育成や起業を支援し、意欲のある人が十分に活躍できる環境を整える

４ 地域の商店街が活気づくように街並みの整備や空き店舗対策などを行う

５ 集客力の大きな大型店舗（ショッピングセンター）などを誘致する

６ 地産地消や観光との連携などによる農業の活性化を進める

７ 自然環境や地域の資源を活かした観光振興を進め、上田市に訪れる交流人口を増やす

８ その他

〈選択肢〉



18

６．市民参加・コミュニティについて

問 12  あなたは、行政情報が十分に提供されていると思いますか。次の中から 1 つ選んでください。

問 13  あなたは、上田市の行政情報を主に何によって入手していま すか。次の中から 1 つ選んでく

ださい。

問 14  現在、市民の意見がまちづくりに活かされていると思いますか。次の中から 1 つ選んでくださ

い。

【行政情報の入手方法】

　(sa) N=1852

不　明
28(1.5%)

その他
17(0.9%)

自治会・区
などの集会
や会合

51(2.8%)

各種パンフ
レット
36(1.9%)

上田市ホー

ムページ
49(2.6%)

広報誌（広

報うえだ）
1382(74.6%)

新聞・雑誌
119(6.4%)

有線放送や

有線テレビ
87(4.7%)

テレビ・ラ
ジオ
83(4.5%)

【まちづくりへの市民意見の活用】

　(sa) N=1852

不　明
33(1.8%)

わからない
582(31.4%)

まったく活
かされてい
ない

162(8.7%)

あまり活か
されていな
い

647(34.9%)

まあまあ活

かされてい
る

412(22.2%)

よく活かさ
れている
16(0.9%)

○「まあまあ提供されている」

が約半数を占めている。

【回答の傾向】

○広報誌（広報うえだ）は行政情報

の重要な入手手段となっている。

一方、上田市ホームページは 3％

程度にとどまっている。

【回答の傾向】

○最も多いのは「あまり活かされて

いない」であり、次いで「わから

ない」が多かった。

【回答の傾向】

【行政情報の提供度合い】

　(sa) N=1852

不　明
34(1.8%)わからない

233(12.6%)

まったく提

供されてい
ない
64(3.5%)

あまり提供
されていな

い
502(27.1%)

まあまあ提
供されてい
る

932(50.3%)

充分に提供
されている
87(4.7%)

十分に提供

されている



19

問 15  今後、地域やコミュニティの活動をより活発にしていくにはどのような組織づくりが望まし

いと思いますか。次の中から 1 つ選んでください。

問 16 市民参加についてのあなたのお考えをお答えください。

≪活動分野≫

16-① あなたは現在、上記の《活動分野》のうち、どれかに参加していますか。

【まちづくりへの参加状況】

　(sa) N=1852

不　明

184(9.9%)

参加してい
ない
1162(62.7%)

参加してい
る

506(27.3%)

１ 都市計画・景観づくり ２ 防災・防犯活動 ３ 交通安全活動

４ 子育て支援 ５ 高齢者の支援 ６ 障害児や障害者の支援

７ 健康づくり活動 ８ ゴミの減量化・リサイクル ９ 自然保護や環境の保全

10 まちの美化・緑化活動 11 青少年健全育成 12 スポーツ活動への支援

13 学校教育・生涯学習 14 芸術や文化への支援 15 国際交流・外国人交流

16 産業振興・観光振興 17 消費生活への支援 18 歴史の保存・継承

19 その他

○最も多かったのは「自治会などの既存組

織」であり、地域協議会やボランティア、

NPOなどの新しい組織がそれに続く。

【回答の傾向】

○約 3 割の方がまちづくりに参加してい

る。

【回答の傾向】

・年齢・性別・経歴などにこだわらず、意欲

やアイデアのある人を集めた組織／自治会

の体質は古すぎる／市民の勉強会開催

など

〈その他の意見〉

【地域やコミュニティ活発化のための組織づくり】【市民参加活発化のための組織づくり】

　(sa) N=1852
不　明
66(3.6%)

その他
26(1.4%)

活発にする
必要はな
い
155(8.4%)

各地域の
主体性など
に任せる

277(15%)

ボランティ
ア・ＮＰＯ
242(13.1%) 地域協議会

235(12.7%)

自治会など

既存組織
851(46%)各地域など

の主体性に

任せる
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16-② あなたは現在どのような活動分野に参加していますか。上記の《活動分野》のうち、主なもの

を５つまで番号でお答えください。

16-③ あなたはこれから、上記の《活動分野》のうち、どれかに参加したいと思いますか。

＜データ形態凡例＞ N=1298
【参加している活動内容】(ma)

5(1%)

18(3.5%)

39(7.6%)

23(4.5%)

28(5.4%)

22(4.3%)

48(9.3%)

97(18.9%)

72(14%)

63(12.3%)

99(19.3%)

52(10.1%)

206(40.1%)

78(15.2%)

47(9.1%)

97(18.9%)

66(12.8%)

95(18.5%)

109(21.2%)

34(6.6%)

0 50 100 150 200 250

都市計画・景観づくり

防災・防犯活動

交通安全活動

子育て支援

高齢者の支援

障害児や障害者の支援

健康づくり活動

ゴミの減量化・リサイクル

自然保護や環境の保全

まちの美化・緑化活動

青少年健全育成

スポーツ活動への支援

学校教育・生涯学習

芸術や文化への支援

国際交流・外国人交流

産業振興・観光振興

消費生活への支援

歴史の保存・継承

その他

不　明

【今後のまちづくり活動への参加意向】

　(sa) N=1852

不　明
345(18.6%)

参加するこ
とができな
い

396(21.4%)

思わない

386(20.8%)

思う
725(39.1%)

○最も多かったのは「ゴミの減

量化・リサイクル」、以下、
「防災・防犯活動」、「まちの

美化・緑化活動」、「高齢者の
支援」、「学校教育・生涯学習」
の順である。

【回答の傾向】

○約４割の方がまちづくり活動に参加

したいと考えており、参加状況と比較

すると約 1割高くなっている。

【回答の傾向】
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16-④ あなたはこれからどのような活動分野に参加したいと思いますか。上記の《活動分野》のうち、

主なものを５つまで番号でお答えください。

７．上田市の自慢できること・ものについて

８．今後のまちづくりについて（自由意見）

＜データ形態凡例＞ N=2757

【参加したい活動内容】(ma)

3(0.4%)

11(1.5%)

159(21.3%)

71(9.5%)

81(10.8%)

78(10.4%)

147(19.7%)

165(22.1%)

113(15.1%)

106(14.2%)

217(29%)

250(33.4%)

216(28.9%)

245(32.8%)

120(16%)

225(30.1%)

175(23.4%)

108(14.4%)

120(16%)

147(19.7%)

0 50 100 150 200 250 300

都市計画・景観づくり

防災・防犯活動

交通安全活動

子育て支援

高齢者の支援

障害児や障害者の支援

健康づくり活動

ゴミの減量化・リサイクル

自然保護や環境の保全

まちの美化・緑化活動

青少年健全育成

スポーツ活動への支援

学校教育・生涯学習

芸術や文化への支援

国際交流・外国人交流

産業振興・観光振興

消費生活への支援

歴史の保存・継承

その他

不　明

○最も多かったのは「自然保護や環境の保全」であり、現在活動している分野での回答に比べ大幅

に増えている。以下、「健康づくり活動」「高齢者支援」となっている。

【回答の傾向】

○自慢できること・ものについては、1,104 人の方から回答が寄せられています。（回答率：

約 60％）なお、内容については、現在集計・整理中です。

○自由意見は、1,０55 人の方から回答が寄せられています。（回答率：約 57％）なお、内容

については、現在集計・整理中です。
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「（仮称）上田市地域協議会連絡会議」の設置について

～ 上田市全体の発展のために ～

１ 設置の必要性について

上田市全体の一体感の醸成と均衡ある発展のために、各地域協議会における共

通事項の全体調整や情報の交換・共有、連携を図るため、それぞれの地域協議会選

出委員で構成される「（仮称）上田市地域協議会連絡会議」を設置したい。

２ 連絡会議の詳細について

(1) 組織
委員は、各地域協議会の会長及び副会長（18名）によって構成します。

(2) 任期
委員の任期は、協議会の委員任期によります。

(3)  組織
連絡会議に会長及び副会長を置きます。

(4) 任務
協議会の活動等に関する情報交換とその他連絡会議が必要と認めた事項です。

(5) 会議
連絡会議は、会長が招集し、議長となります。

会議は年３～４回を予定しています。

(6) 報酬
無報酬です。

（仮称）上田市地域協議会連絡会議

上田中央地域協議会

上田西部地域協議会

上田城南地域協議会

神科・豊殿地域協議会

塩田地域協議会 川西地域協議会

武石地域協議会

真田地域協議会

丸子地域協議会

一体感の醸成と

均衡ある発展を目指す。

資料６
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３ 連絡会議のイメージ

地域協議会所管課

上
田
中
央
地
域
協
議
会

上
田
西
部
地
域
協
議
会
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南
地
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協
議
会

神
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・
豊
殿
地
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協
議
会

塩
田
地
域
協
議
会

川
西
地
域
協
議
会

丸
子
地
域
協
議
会

真
田
地
域
協
議
会

武
石
地
域
協
議
会

地域協議会 所管課

共通事項など

の協議

連絡・調整・連携

事業担当課

連絡・調整・連携

上田市地域協議会

連絡会議

自治振興課

諮問・協議・報告

審議

答申・意見

諮問・協議・報告

審議

答申・意見

連絡・調整


